
東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00)
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

<3399>

★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／資産複合
信託期間 2019年10月15日～2029年 9 月11日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対　　象

ベビーファンド 米国 3倍 4資産リスク分散マザー
ファンドの受益証券

米国 3倍 4資産
リ ス ク 分 散
マザーファンド

次の有価証券および先物取引
　イ ．米国株式を対象とした株価

指数先物取引
　ロ ．米国国債を対象とした先物

取引
　ハ ．米国の不動産投資信託の受

益証券または不動産投資法人
の投資証券（以下「リート」
といいます。）の指数を対象
指数としたＥＴＦ（上場投資
信託証券）

　ニ ．米国リートを対象とした
リート指数先物取引

　ホ．金を対象とした先物取引
　ヘ．米国国債

組入制限
ベビーファンドのマザーファンド組入上限比率

無制限
マザーファンドの株式組入上限比率

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益
（評価益を含みます。）等とし、当初設定から 1年
以内に分配を開始し、分配開始後は、原則として、
分配対象額の範囲内で、下記イ．およびロ．に基づ
き分配します。ただし、分配対象額が少額の場合に
は、分配を行なわないことがあります。
　イ ．計算期末の前営業日の基準価額（ 1万口当
り。既払分配金を加算しません。以下同じ。）
が11, 000円未満の場合、基準価額の水準等を勘
案して分配金額を決定します。

　ロ ．計算期末の前営業日の基準価額が11, 000円以
上の場合、当該基準価額に応じ、下記の金額
（ 1万口当り）を分配することをめざします。

　　（a）11, 000円以上12, 000円未満の場合
   ・・・100円 　　　　

　　（b）12, 000円以上の場合・・・150円
なお、計算期末の前営業日から当該計算期末までに
基準価額が急激に変動した場合等には、上記の分配
を行なわないことがあります。

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、米国の株式、リートおよび

債券ならびに金を投資対象とし、先物取引等
を活用した分散投資を行ない、信託財産の成
長をめざしております。当作成期につきまし
てもそれに沿った運用を行ないました。ここ
に、運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

◇TUZ0339920240911◇

米国3倍4資産リスク分散ファンド
（毎月決算型）

（愛称：アメリカまるごとレバレッジ
（毎月決算型））

運用報告書（全体版）
第54期（決算日　2024年 4 月11日）
第55期（決算日　2024年 5 月13日）
第56期（決算日　2024年 6 月11日）
第57期（決算日　2024年 7 月11日）
第58期（決算日　2024年 8 月13日）
第59期（決算日　2024年 9 月11日）

（作成対象期間　2024年 3 月12日～2024年 9 月11日）



米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

決 算 期
基 準 価 額 株式先物

比　　率
公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

投資信託
受益証券
組入比率

商品先物
比　　率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率

円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
30期末（2022年 4 月11日） 10, 518 80 2. 8 45. 6 38. 6 176. 3 33. 5 59. 4 123 
31期末（2022年 5 月11日） 9, 357 0 △ 11. 0 48. 2 37. 8 183. 9 32. 2 59. 5 109 
32期末（2022年 6 月13日） 9, 356 0 △ 0. 0 48. 0 38. 9 170. 3 32. 8 62. 5 110 
33期末（2022年 7 月11日） 9, 164 0 △ 2. 1 46. 1 27. 5 163. 4 34. 3 56. 5 97 
34期末（2022年 8 月12日） 9, 842 0 7. 4 44. 1 16. 5 148. 2 35. 3 58. 8 105 
35期末（2022年 9 月12日） 9, 522 0 △ 3. 3 46. 8 19. 8 158. 9 38. 6 61. 0 101 
36期末（2022年10月11日） 7, 806 0 △ 18. 0 45. 9 19. 3 161. 8 34. 3 66. 8 79 
37期末（2022年11月11日） 8, 577 0 9. 9 42. 4 17. 2 144. 5 36. 3 60. 7 84 
38期末（2022年12月12日） 8, 492 0 △ 1. 0 41. 1 16. 8 157. 8 36. 7 62. 5 81 
39期末（2023年 1 月11日） 8, 338 0 △ 1. 8 40. 5 16. 8 144. 8 36. 0 60. 6 76 
40期末（2023年 2 月13日） 8, 535 0 2. 4 48. 2 16. 4 154. 7 39. 8 64. 1 78 
41期末（2023年 3 月13日） 8, 138 0 △ 4. 7 44. 5 17. 7 151. 6 35. 5 63. 3 73 
42期末（2023年 4 月11日） 9, 093 0 11. 7 44. 0 15. 6 143. 2 38. 3 59. 7 83
43期末（2023年 5 月11日） 9, 269 0 1. 9 46. 8 15. 5 140. 8 37. 9 63. 7 84
44期末（2023年 6 月12日） 9, 260 0 △ 0. 1 51. 4 16. 6 140. 5 40. 5 66. 3 83
45期末（2023年 7 月11日） 9, 195 0 △ 0. 7 50. 1 17. 3 142. 6 40. 3 67. 1 80
46期末（2023年 8 月14日） 9, 100 0 △ 1. 0 53. 0 17. 0 148. 7 42. 3 71. 5 76
47期末（2023年 9 月11日） 9, 057 0 △ 0. 5 53. 2 12. 0 150. 2 38. 8 66. 2 63
48期末（2023年10月11日） 8, 181 0 △ 9. 7 52. 3 18. 5 140. 1 39. 0 66. 7 57 
49期末（2023年11月13日） 8, 655 0 5. 8 50. 9 17. 8 134. 4 39. 0 56. 0 62 
50期末（2023年12月11日） 9, 325 0 7. 7 47. 9 15. 6 140. 2 39. 8 61. 5 65 
51期末（2024年 1 月11日） 9, 938 0 6. 6 58. 4 15. 1 147. 7 43. 0 66. 5 67 
52期末（2024年 2 月13日） 10, 040 80 1. 8 57. 1 17. 0 141. 5 43. 3 66. 9 56 
53期末（2024年 3 月11日） 10, 591 80 6. 3 51. 2 15. 8 132. 4 40. 2 60. 8 58 
54期末（2024年 4 月11日） 10, 605 100 1. 1 54. 5 16. 7 134. 4 42. 0 68. 7 57 
55期末（2024年 5 月13日） 10, 917 80 3. 7 55. 5 17. 0 136. 6 42. 8 61. 3 58 
56期末（2024年 6 月11日） 10, 996 100 1. 6 51. 2 12. 6 131. 3 42. 5 57. 4 70 
57期末（2024年 7 月11日） 11, 959 100 9. 7 55. 0 11. 0 131. 7 41. 7 59. 6 92 
58期末（2024年 8 月13日） 11, 533 100 △ 2. 7 53. 0 10. 5 152. 2 42. 5 60. 7 89 
59期末（2024年 9 月11日） 11, 945 100 4. 4 52. 4 7. 7 124. 3 44. 6 61. 2 101 
（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。 
（注 2）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。 
（注 3）先物比率は買建比率－売建比率です。 
（注 4）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。 
（注 5）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

 最近30期の運用実績
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

運用経過

基準価額等の推移について 
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■基準価額・騰落率
第54期首：10, 591円
第59期末：11, 945円（既払分配金580円）
騰 落 率：18. 7％（分配金再投資ベース）

■基準価額の主な変動要因
主に米国株式市況や米国債券市況、米国リート市況、金価格の上昇を受けて、当作成期の基準価
額は上昇しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

年　　月　　日
基　準　価　額 株式先物

比　　率
公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

投資信託
受益証券
組入比率

商品先物
比　　率騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％ ％ ％

第54期
（期首）2024年 3 月11日 10, 591 ― 51. 2 15. 8 132. 4 40. 2 60. 8 

3 月末 10, 952 3. 4 51. 7 16. 3 135. 0 43. 1 64. 0 
（期末）2024年 4 月11日 10, 705 1. 1 54. 5 16. 7 134. 4 42. 0 68. 7 

第55期
（期首）2024年 4 月11日 10, 605 ― 54. 5 16. 7 134. 4 42. 0 68. 7 

4 月末 10, 652 0. 4 54. 2 16. 9 134. 9 41. 6 65. 0 
（期末）2024年 5 月13日 10, 997 3. 7 55. 5 17. 0 136. 6 42. 8 61. 3 

第56期
（期首）2024年 5 月13日 10, 917 ― 55. 5 17. 0 136. 6 42. 8 61. 3 

5 月末 10, 827 △ 0. 8 54. 9 16. 7 143. 5 42. 8 62. 0 
（期末）2024年 6 月11日 11, 096 1. 6 51. 2 12. 6 131. 3 42. 5 57. 4 

第57期
（期首）2024年 6 月11日 10, 996 ― 51. 2 12. 6 131. 3 42. 5 57. 4 

6 月末 11, 604 5. 5 52. 1 11. 9 142. 6 43. 0 61. 5 
（期末）2024年 7 月11日 12, 059 9. 7 55. 0 11. 0 131. 7 41. 7 59. 6 

第58期
（期首）2024年 7 月11日 11, 959 ― 55. 0 11. 0 131. 7 41. 7 59. 6 

7 月末 11, 604 △ 3. 0 54. 3 10. 1 145. 1 43. 3 61. 1 
（期末）2024年 8 月13日 11, 633 △ 2. 7 53. 0 10. 5 152. 2 42. 5 60. 7 

第59期
（期首）2024年 8 月13日 11, 533 ― 53. 0 10. 5 152. 2 42. 5 60. 7 

8 月末 11, 984 3. 9 54. 8 9. 0 130. 4 43. 6 62. 5 
（期末）2024年 9 月11日 12, 045 4. 4 52. 4 7. 7 124. 3 44. 6 61. 2 

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

投資環境について （2024. 3. 12 ～ 2024. 9. 11）

■米国株式市況
米国株式市況は、一時的な調整を挟みながら大幅に上昇しました。
米国株式市況は、当作成期首より、2024年の利下げ回数の見通しが明るかったことなどが好感さ
れ、上昇しました。2024年 4 月に入ると、インフレ再燃が懸念され米国の利下げ開始が後ずれする
との見方が強まり、反落しました。 4月下旬以降は、インフレ率が低下傾向となり利下げ期待が再
び高まったことなどから上昇基調となり、高成長が期待されるＡＩ（人工知能）関連企業の株価急
騰が相場をけん引して高値を更新しました。しかし 7月中旬以降は、対中輸出規制強化への懸念な
どから半導体関連株主導で下落しました。さらに 8月初旬には、雇用統計が市場予想よりも弱い内
容であったことから景気の先行きに対する不透明感がにわかに強まり、急落しました。その後は、
米国の経済指標の改善やＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）議長の実質的な利下げ開始発言などを
好感して株価は急反発しました。当作成期末にかけては、経済指標が市場予想を下回ったことで再
び景気後退懸念が高まったことから、株価はやや軟調に推移しました。
■米国債券市況
米国金利は低下（債券価格は上昇）しました。
米国債券市場では、当作成期首より、底堅い米国経済を背景に経済指標が市場予想を上回ったこ
となどから利下げ織り込みがはく落し、金利は上昇（債券価格は下落）基調となりました。しかし
2024年 5 月に入ると、経済指標の下振れなどから金利は低下に転じました。 6月には、ＦＲＢ（米
国連邦準備制度理事会）が政策金利見通しにおいて2024年の利下げ回数を引き下げましたが、金利
への影響は限定的でした。 7月以降は、雇用統計などの各種経済指標が予想を下振れたことで年内
の利下げ織り込みが加速し、金利は低下基調が強まりました。
■米国リート市況
米国リート市況は上昇しました。
米国リート市況は、当作成期首より2024年 4 月にかけては、長期金利の上昇を受け下落しまし

た。 6月にかけては、米国の金融政策への思惑に左右され、上下する展開となりました。その後、
当作成期末にかけては、長期金利が低下する中、大きく上昇しました。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

■金市況
金価格は大幅に上昇しました。
2024年 4 月初めにイスラエルがシリアにあるイラン大使館を爆撃したことで中東の地政学リスク
が高まり、金価格は当作成期首の2, 100米ドル台後半から 4月中旬には2, 400米ドル台前半まで上昇
しました。その後は、イスラエルとイランの対立激化への懸念が和らぎ下落する場面もありました
が、 5月半ばには、米国の利下げ期待や米ドルが主要通貨に対して下落したことなどを背景に、
2, 400米ドル台後半まで上昇しました。 6月には、18カ月続いてきた中国による金購入が 4月で止
まったことが明らかになり、一時2, 300米ドル付近まで急落する局面もありました。 7月に入る
と、米国で発表された雇用統計や物価指標が景気減速を示す内容となり、米国の利下げ期待が膨ら
み上昇して2, 500米ドル台を記録しました。 8月初めは、米国の景気後退が懸念され米国株式市況
が急落する中、利益確定と見られる売りなどで下落しましたが、その後は米国での 9月利下げ開始
期待の高まりなどが金価格の上昇を後押しし、2, 500米ドル台半ばまで上昇して当作成期末を迎え
ました。

■為替相場
米ドル為替相場は対円で下落（円高）しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、日銀がマイナス金利の解除など大規模な金融緩和の終
了を発表したものの、他国・地域に比べて緩和的な環境が続く見通しなどから、円安基調となりま
した。その後、過度な円安米ドル高進行に対し政府・日銀が為替介入を行ったものの、円安基調は
継続しました。しかし2024年 7 月以降は、日銀が 7月の金融政策決定会合において、緩和的な金融
政策を修正する観測が高まったことなどから大幅な円高米ドル安に転じ、日銀が実際に利上げを決
定した後も追加利上げへの警戒感がくすぶったことから、円高基調は継続しました。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。

ベンチマークとの差異について

ポートフォリオについて （2024. 3. 12 ～ 2024. 9. 11）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
今後も、「米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド」の組入比率が通常の状態で高位となるよ
うに組み入れます。

■米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド
今後も主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対象とし、先物取引等を活用
した分散投資により、信託財産の成長をめざして運用を行います。また、各投資対象の比率につい
ては、ポートフォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に毎月見直しを行
います。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行います。

■当ファンド
「米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド」の組入比率が高位となるように組み入れました。
■米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド

主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対象とし、先物取引等を活用した分
散投資により、信託財産の成長をめざして運用を行いました。また、各投資対象の比率について
は、ポートフォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に毎月見直しを行い
ました。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行いました。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

当作成期の 1万口当り分配金（税込み）は下記「分配原資の内訳（ 1万口当り）」の「当期分配金
（税込み）」欄をご参照ください。
収益分配金の決定根拠は下記「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

分配金について

 ■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項 目 第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 第59期

（ａ）経費控除後の配当等収益 56. 89円 23. 17円 17. 25円 66. 54円 4. 18円 14. 34円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 47. 86　 384. 39　 113. 08　 870. 59　  0. 00　 166. 52　
（ｃ）収益調整金 1, 149. 91　 1, 207. 06　 1, 376. 06　 1, 532. 85　 1, 637. 13　 1, 755. 53　
（ｄ）分配準備積立金 601. 42　 549. 88　 709. 59　 591. 60　 1, 324. 86　 1, 111. 16　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 856. 09　 2, 164. 52　 2, 215. 99　 3, 061. 59　 2, 966. 17　 3, 047. 57　
（ｆ）分配金 100. 00　 80. 00　 100. 00　 100. 00　 100. 00　 100. 00　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 1, 756. 09　 2, 084. 52　 2, 115. 99　 2, 961. 59　 2, 866. 17　 2, 947. 57　
（注） を付した該当項目から分配金を計上しています。

 ■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 第59期

2024年 3 月12日 2024年 4 月12日 2024年 5 月14日 2024年 6 月12日 2024年 7 月12日 2024年 8 月14日
～2024年 4 月11日 ～2024年 5 月13日 ～2024年 6 月11日 ～2024年 7 月11日 ～2024年 8 月13日 ～2024年 9 月11日

当期分配金（税込み）（円） 100 80 100 100 100 100 
対基準価額比率（％） 0. 93 0. 73 0. 90 0. 83 0. 86 0. 83 
当期の収益 （円） 100 80 100 100 4 100 
当期の収益以外（円） ―  ―  ―  ―  95 ―  

翌期繰越分配対象額（円） 1, 756 2, 084 2, 116 2, 961 2, 866 2, 947 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整

金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。
（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。
（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。
（注 4） 投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお支払いすること

はございません。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

今後の運用方針

■当ファンド
今後も、「米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド」の組入比率が通常の状態で高位となるよ
うに組み入れます。

■米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド
今後も主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対象とし、先物取引等を活用
した分散投資により、信託財産の成長をめざして運用を行います。また、各投資対象の比率につい
ては、ポートフォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に毎月見直しを行
います。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行います。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
第54期～第59期

（2024. 3. 12～2024. 9. 11） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  64円 0. 567％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は11, 262円です。

（投 信 会 社）  （25） （0. 221）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （37） （0. 332）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （2） （0. 014） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  5   0. 043  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（先物・オプション）  （5） （0. 041）
（投資信託受益証券）  （0） （0. 003）

有価証券取引税  0   0. 000  
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

（投資信託受益証券）  （0） （0. 000）
そ の 他 費 用  2   0. 017  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保 管 費 用）  （1） （0. 008）
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監 査 費 用）  （0） （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ の 他）  （1） （0. 005） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　 計  71   0. 628  
（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便

法により算出した結果です。
（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 16％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

総経費率
1. 16％

運用管理費用
（投信会社）
0. 44％

運用管理費用
（販売会社）
0. 66％

運用管理費用
（受託会社）
0. 03％

その他費用
0. 03％
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

 ■利害関係人との取引状況等
当作成期中における利害関係人との取引はありません。

 ■投資信託財産の構成
2024年 9 月11日現在

項　　　　　目 第 　59　 期　 末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
米国 3倍 4資産リスク分散
マザーファンド 101, 263 98. 5 

コール・ローン等、その他 1, 568 1. 5 
投資信託財産総額 102, 832 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 9月11日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
142. 12円です。

（注 3） 米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンドにおいて、第59期末における外
貨建純資産（183, 168千円）の投資信託財産総額（256, 385千円）に対する
比率は、71. 4％です。

  ■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2024年 3 月12日から2024年 9 月11日まで）
決　算　期 第　54　期　～　第　59　期

設　　　　定 解　　　　約
口　 数 金　 額 口　 数 金　 額

米国 3倍 4資産
リスク分散
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

30, 235 47, 099 11, 541 17, 327 

（注）単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
（2024年 4 月11日）、（2024年 5 月13日）、（2024年 6 月11日）、（2024年 7 月11日）、（2024年 8 月13日）、（2024年 9 月11日）現在

項　　　　目 第54期末 第55期末 第56期末 第57期末 第58期末 第59期末
（Ａ）資産 58, 631, 222円 62, 218, 955円 71, 624, 182円 93, 558, 607円 90, 619, 038円 102, 832, 189円

コール・ローン等 832, 534  1, 243, 819  838, 922  1, 417, 567  1, 380, 211  1, 568, 312  
米国 3倍 4資産リスク分散
マザーファンド（評価額） 57, 798, 688  58, 271, 136  70, 785, 260  92, 141, 040  89, 238, 827  101, 263, 877  

未収入金 ―  2, 704, 000  ―  ―  ―  ―  
（Ｂ）負債 762, 955  3, 761, 504  725, 306  872, 167  884, 065  1, 013, 329  

未払収益分配金 545, 645  428, 372  644, 788  775, 003  778, 055  852, 414  
未払解約金 161, 216  3, 276, 277  19, 394  21, 699  10, 100  70, 375  
未払信託報酬 55, 700  56, 066  59, 912  73, 728  93, 511  87, 518  
その他未払費用 394  789  1, 212  1, 737  2, 399  3, 022  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 57, 868, 267  58, 457, 451  70, 898, 876  92, 686, 440  89, 734, 973  101, 818, 860  
元本 54, 564, 507  53, 546, 575  64, 478, 828  77, 500, 383  77, 805, 542  85, 241, 454  
次期繰越損益金 3, 303, 760  4, 910, 876  6, 420, 048  15, 186, 057  11, 929, 431  16, 577, 406  

（Ｄ）受益権総口数 54, 564, 507口 53, 546, 575口 64, 478, 828口 77, 500, 383口 77, 805, 542口 85, 241, 454口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 605円 10, 917円 10, 996円 11, 959円 11, 533円 11, 945円

＊当作成期首における元本額は55, 201, 460円、当作成期間（第54期～第59期）中における追加設定元本額は50, 790, 531円、同解約元本額は20, 750, 537円です。
＊第59期末の計算口数当りの純資産額は11, 945円です。

 ■組入資産明細表
 親投資信託残高

種　　　　類 第53期末 第　59　期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
米国 3倍 4資産リスク分散
マザーファンド 41, 610 60, 304 101, 263 

（注）単位未満は切捨て。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

 ■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 第59期

（ａ）経費控除後の配当等収益 310, 428円 124, 109円 111, 254円 515, 749円 32, 538円 122, 300円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 261, 171　 2, 058, 283　 729, 172　 6, 747, 142　  0　 1, 419, 498　
（ｃ）収益調整金 6, 274, 454　 6, 463, 415　 8, 872, 701　 11, 879, 683　 12, 737, 811　 14, 964, 418　
（ｄ）分配準備積立金 3, 281, 665　 2, 944, 461　 4, 575, 357　 4, 584, 931　 10, 308, 160　 9, 471, 734　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 10, 127, 718　 11, 590, 268　 14, 288, 484　 23, 727, 505　 23, 078, 509　 25, 977, 950　
（ｆ）分配金 545, 645　 428, 372　 644, 788　 775, 003　 778, 055　 852, 414　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 9, 582, 073　 11, 161, 896　 13, 643, 696　 22, 952, 502　 22, 300, 454　 25, 125, 536　
（ｈ）受益権総口数 54, 564, 507口 53, 546, 575口 64, 478, 828口 77, 500, 383口 77, 805, 542口 85, 241, 454口

 ■損益の状況
第54期  自 2024年 3月12日  至 2024年 4月11日　　第56期  自 2024年 5月14日  至 2024年 6月11日　　第58期  自 2024年 7月12日  至 2024年 8月13日
第55期  自 2024年 4月12日  至 2024年 5月13日　　第57期  自 2024年 6月12日  至 2024年 7月11日　　第59期  自 2024年 8月14日  至 2024年 9月11日

項 目 第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 第59期
（Ａ）配当等収益 ―円 5円 9円 24円 45円 44円

受取利息 ―  5  9  24  45  44  
（Ｂ）有価証券売買損益 627, 693  2, 238, 848  900, 752  7, 337, 120  △  2, 413, 446  4, 145, 858  

売買益 676, 291  2, 328, 376  941, 267  7, 520, 780  155, 328  4, 177, 050  
売買損 △  48, 598  △  89, 528  △  40, 515  △  183, 660  △  2, 568, 774  △  31, 192  

（Ｃ）信託報酬等 △  56, 094  △  56, 461  △  60, 335  △  74, 253  △  94, 173  △  88, 141  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 571, 599  2, 182, 392  840, 426  7, 262, 891  △  2, 507, 574  4, 057, 761  
（Ｅ）前期繰越損益金 3, 281, 665  2, 944, 461  4, 575, 357  4, 584, 931  10, 308, 160  6, 955, 771  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  3, 859  212, 395  1, 649, 053  4, 113, 238  4, 906, 900  6, 416, 288  
（配当等相当額） （ 6, 274, 454）（ 6, 463, 415）（ 8, 872, 701）（ 11, 879, 683）（ 12, 737, 811）（ 14, 964, 418）
（売買損益相当額） （△  6, 278, 313）（△  6, 251, 020）（△  7, 223, 648）（△  7, 766, 445）（△  7, 830, 911）（△  8, 548, 130）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 3, 849, 405  5, 339, 248  7, 064, 836  15, 961, 060  12, 707, 486  17, 429, 820  
（Ｈ）収益分配金 △  545, 645  △  428, 372  △  644, 788  △  775, 003  △  778, 055  △  852, 414  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） 3, 303, 760  4, 910, 876  6, 420, 048  15, 186, 057  11, 929, 431  16, 577, 406  
追加信託差損益金 △  3, 859  212, 395  1, 649, 053  4, 113, 238  4, 906, 900  6, 416, 288  
（配当等相当額） （ 6, 274, 454）（ 6, 463, 415）（ 8, 872, 701）（ 11, 879, 683）（ 12, 737, 811）（ 14, 964, 418）
（売買損益相当額） （△  6, 278, 313）（△  6, 251, 020）（△  7, 223, 648）（△  7, 766, 445）（△  7, 830, 911）（△  8, 548, 130）
分配準備積立金 3, 307, 619  4, 698, 481  4, 770, 995  11, 072, 819  9, 562, 643  10, 161, 118  
繰越損益金 ―  ―  ―  ―  △  2, 540, 112  ―  

（注 1）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 2）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 3）収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照ください。
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米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型）

・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。

 収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1万口当り分配金（税込み）
第54期 第55期 第56期 第57期 第58期 第59期
100円 80円 100円 100円 100円 100円

●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、決算日現在の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド
運用報告書　第10期　（決算日　2024年 9 月11日）

（作成対象期間　2024年 3 月12日～2024年 9 月11日）

米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当 ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

次の有価証券および先物取引
　イ．米国株式を対象とした株価指数先物取引
　ロ．米国国債を対象とした先物取引
　ハ ．米国の不動産投資信託の受益証券または不動産投資法人の投資証券（以下「リート」と
いいます。）の指数を対象指数としたＥＴＦ（上場投資信託証券）

　ニ．米国リートを対象としたリート指数先物取引
　ホ．金を対象とした先物取引
　ヘ．米国国債

株式組入制限 無制限
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米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド

年 　月 　日
基準価額 株式先物

比　　率
公 社 債
組入比率

債券先物
比　　率

投資信託
受益証券
組入比率

商品先物
比　　率騰落率

円 ％ ％ ％ ％ ％ ％
（期首）2024年 3 月11日 14, 033 ― 51. 3 15. 8 132. 6 40. 2 60. 9 

3 月末 14, 523 3. 5 51. 8 16. 3 135. 2 43. 1 64. 1 
4 月末 14, 268 1. 7 54. 2 16. 9 135. 1 41. 6 65. 1 
5 月末 14, 624 4. 2 55. 0 16. 7 143. 8 42. 9 62. 2 
6 月末 15, 832 12. 8 52. 2 11. 9 142. 9 43. 0 61. 6 
7 月末 15, 991 14. 0 54. 3 10. 2 145. 2 43. 3 61. 2 
8 月末 16, 695 19. 0 54. 9 9. 0 130. 7 43. 7 62. 6 

（期末）2024年 9 月11日 16, 792 19. 7 52. 7 7. 8 125. 0 44. 8 61. 5 
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2）先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）を除きます。 
（注 4） 当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、

ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。

 ■当作成期中の基準価額と市況等の推移 ◆投資環境について
○米国株式市況
米国株式市況は、一時的な調整を挟みながら大幅に上昇しました。
米国株式市況は、当作成期首より、2024年の利下げ回数の見通し

が明るかったことなどが好感され、上昇しました。2024年 4 月に入
ると、インフレ再燃が懸念され米国の利下げ開始が後ずれするとの
見方が強まり、反落しました。 4月下旬以降は、インフレ率が低下
傾向となり利下げ期待が再び高まったことなどから上昇基調とな
り、高成長が期待されるＡＩ（人工知能）関連企業の株価急騰が相
場をけん引して高値を更新しました。しかし 7月中旬以降は、対中
輸出規制強化への懸念などから半導体関連株主導で下落しました。
さらに 8月初旬には、雇用統計が市場予想よりも弱い内容であった
ことから景気の先行きに対する不透明感がにわかに強まり、急落し
ました。その後は、米国の経済指標の改善やＦＲＢ（米国連邦準備
制度理事会）議長の実質的な利下げ開始発言などを好感して株価は
急反発しました。当作成期末にかけては、経済指標が市場予想を下
回ったことで再び景気後退懸念が高まったことから、株価はやや軟
調に推移しました。

○米国債券市況
米国金利は低下（債券価格は上昇）しました。
米国債券市場では、当作成期首より、底堅い米国経済を背景に経

済指標が市場予想を上回ったことなどから利下げ織り込みがはく落
し、金利は上昇（債券価格は下落）基調となりました。しかし2024
年 5 月に入ると、経済指標の下振れなどから金利は低下に転じまし
た。 6月には、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）が政策金利見通
しにおいて2024年の利下げ回数を引き下げましたが、金利への影響
は限定的でした。 7月以降は、雇用統計などの各種経済指標が予想
を下振れたことで年内の利下げ織り込みが加速し、金利は低下基調
が強まりました。

○米国リート市況
米国リート市況は上昇しました。
米国リート市況は、当作成期首より2024年 4 月にかけては、長期

金利の上昇を受け下落しました。 6月にかけては、米国の金融政策
への思惑に左右され、上下する展開となりました。その後、当作成
期末にかけては、長期金利が低下する中、大きく上昇しました。

○金市況
金価格は大幅に上昇しました。
2024年 4 月初めにイスラエルがシリアにあるイラン大使館を爆撃

したことで中東の地政学リスクが高まり、金価格は当作成期首の
2, 100米ドル台後半から 4月中旬には2, 400米ドル台前半まで上昇し
ました。その後は、イスラエルとイランの対立激化への懸念が和ら
ぎ下落する場面もありましたが、 5月半ばには、米国の利下げ期待
や米ドルが主要通貨に対して下落したことなどを背景に、2, 400米
ドル台後半まで上昇しました。 6月には、18カ月続いてきた中国に
よる金購入が 4月で止まったことが明らかになり、一時2, 300米ド
ル付近まで急落する局面もありました。 7月に入ると、米国で発表
された雇用統計や物価指標が景気減速を示す内容となり、米国の利
下げ期待が膨らみ上昇して2, 500米ドル台を記録しました。 8月初
めは、米国の景気後退が懸念され米国株式市況が急落する中、利益
確定と見られる売りなどで下落しましたが、その後は米国での 9月
利下げ開始期待の高まりなどが金価格の上昇を後押しし、2, 500米
ドル台半ばまで上昇して当作成期末を迎えました。

○為替相場
米ドル為替相場は対円で下落（円高）しました。
米ドル対円為替相場は、当作成期首より、日銀がマイナス金利の

解除など大規模な金融緩和の終了を発表したものの、他国・地域に
比べて緩和的な環境が続く見通しなどから、円安基調となりまし
た。その後、過度な円安米ドル高進行に対し政府・日銀が為替介入

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：14, 033円　期末：16, 792円　騰落率：19. 7％
【基準価額の主な変動要因】

主に米国株式市況や米国債券市況、米国リート市況、金価格の上昇
を受けて、当作成期の基準価額は上昇しました。くわしくは「投資環
境について」をご参照ください。

基準価額

（円）
18, 000

16, 000

14, 000

12, 000

10, 000
期　首

（2024. 3. 11）
期　末

（2024. 9. 11）
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米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド

■ 1万口当りの費用の明細
項　　　　　　　目 当　　　期

売買委託手数料 7円
（先物・オプション） （ 6） 
（投資信託受益証券） （ 0） 

有価証券取引税 0  
（投資信託受益証券） （ 0） 

その他費用 2  
（保管費用） （ 1） 
（その他） （ 1） 

合 　 　 　 計 9  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

を行ったものの、円安基調は継続しました。しかし2024年 7 月以降
は、日銀が 7月の金融政策決定会合において、緩和的な金融政策を
修正する観測が高まったことなどから大幅な円高米ドル安に転じ、
日銀が実際に利上げを決定した後も追加利上げへの警戒感がくす
ぶったことから、円高基調は継続しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
今後も主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資
対象とし、先物取引等を活用した分散投資により、信託財産の成長を
めざして運用を行います。また、各投資対象の比率については、ポー
トフォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標
に毎月見直しを行います。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行います。

◆ポートフォリオについて
主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対象と
し、先物取引等を活用した分散投資により、信託財産の成長をめざし
て運用を行いました。また、各投資対象の比率については、ポート
フォリオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に
毎月見直しを行いました。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行いました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
今後も主として、米国の株式、リートおよび債券ならびに金を投資対
象とし、先物取引等を活用した分散投資により、信託財産の成長をめざ
して運用を行います。また、各投資対象の比率については、ポートフォ
リオ全体に占める各資産のリスク割合が均等となることを目標に毎月見
直しを行います。
また、残存期間の短い米国国債にも投資を行います。

 ■売買および取引の状況
（1）公 社 債

（2024年 3 月12日から2024年 9 月11日まで）
買 付 額 売 付 額

外　

国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル

アメリカ 国債証券 86 29 
（ 105） 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。

 （2）投資信託受益証券
（2024年 3 月12日から2024年 9 月11日まで）

銘　　　　　　　　柄 買　　　　　付 売　　　　　付
口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

外 

国

千口 千アメリカ・ドル 千口 千アメリカ・ドル
アメリカ
VANGUARD REAL ESTATE ETF 3. 2 283 0. 5 44 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） 金額の単位未満は切捨て。

16



米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド

 ■組入資産明細表
 （1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作　成　期 当 期 末

区 分 額 面 金 額
評　　　価　　　額

組入比率
うちＢＢ格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 5年以上 2年以上 2年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
アメリカ 135 131 18, 669 7. 8 ― ― ― 7. 8 
（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 3）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 4）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

■先物・オプション取引状況等
先物取引の銘柄別取引状況・残高状況

（2024年 3 月12日から2024年 9 月11日まで）

銘　　柄　　別 買　　　　建 売　　　　建 当 作 成 期 末 評 価 額
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額 買 建 額 売 建 額 評価損益

百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円

外　
　
　
　
　

国

株　

式

SP500 MIC EMIN FUT（アメリカ） 121 98 ― ― 62 ― △0 

NASD100 MICRO EMIN（アメリカ） 118 94 ― ― 64 ― △2 

債　
　

券    

US LONG BOND（CBT）（アメリカ） 218 180 ― ― 108 ― 2 

US 10YR NOTE （CBT）（アメリカ） 201 183 ― ― 98 ― 1 

US 5YR NOTE （CBT）（アメリカ） 195 160 ― ― 94 ― 0 

商
品 E-MICRO GOLD（アメリカ） 392 350 ― ― 148 ― 5 

（注）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
公 社 債

（2024年 3 月12日から2024年 9 月11日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　 額 銘　　　　　柄 金　　 額

千円 千円
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  2025/9/4 6, 828 U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  2024/7/11 4, 808 
U. S.  TREASURY BILL（アメリカ）  2025/7/10 5, 819 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

17



米国 3倍 4資産リスク分散マザーファンド

 （2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区 分 銘　　　　柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評　　　価　　　額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ U. S.  TREASURY BILL 国債証券 ― 45 44 6, 375 2024/10/03 
U. S.  TREASURY BILL 国債証券 ― 40 38 5, 465 2025/07/10 
U. S.  TREASURY BILL 国債証券 ― 50 48 6, 828 2025/09/04 

合　　計 銘柄数 3銘柄 
金　額 135 131 18, 669 

（注 1）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

 （3） 外国投資信託受益証券

銘　　　柄
期 首 当　　　期　　　末

口 数 口 数 評　　価　　額
外貨建金額 邦貨換算金額

千口 千口 千アメリカ・ドル 千円
（アメリカ）
VANGUARD REAL 
ESTATE ETF 5. 1 7. 8 759 107, 971 

合　計
口 数、 金 額 5. 1 7. 8 759 107, 971 
銘柄数＜比率＞ 1銘柄 1銘柄 ＜44. 8％＞ 

（注 1） 邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投
資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもの
です。

（注 2）＜　＞内は純資産総額に対する評価額の比率。
（注 3）評価額の単位未満は切捨て。

 ■投資信託財産の構成
2024年 9 月11日現在

項　　　　　目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　率

千円 ％
公社債 18, 669 7. 3 
投資信託受益証券 107, 971 42. 1 
コール・ローン等、その他 129, 745 50. 6 
投資信託財産総額 256, 385 100. 0 
（注 1）評価額の単位未満は切捨て。
（注 2） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 9月11日における邦貨換算レートは、 1アメリカ・ドル＝
142. 12円です。

（注 3） 当期末における外貨建純資産（183, 168千円）の投資信託財産総額
（256, 385千円）に対する比率は、71. 4％です。
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 ■損益の状況
当期  自 2024年 3 月12日  至 2024年 9 月11日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 3, 193, 371円

受取配当金 1, 437, 243  
受取利息 695, 929  
その他収益金 1, 060, 211  
支払利息 △  12  

（Ｂ）有価証券売買損益 6, 365, 419  
売買益 11, 922, 163  
売買損 △  5, 556, 744  

（Ｃ）先物取引等損益 23, 290, 189  
取引益 34, 527, 565  
取引損 △  11, 237, 376  

（Ｄ）その他費用 △  26, 360  
（Ｅ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 32, 822, 619  
（Ｆ）前期繰越損益金 46, 950, 395  
（Ｇ）解約差損益金 △  21, 643, 398  
（Ｈ）追加信託差損益金 39, 269, 913  
（Ｉ）合計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） 97, 399, 529  

次期繰越損益金（Ｉ） 97, 399, 529  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2024年 9 月11日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 253, 164, 356円

コール・ローン等 72, 511, 445  
公社債（評価額） 18, 669, 426  
投資信託受益証券（評価額） 107, 971, 406  
未収入金 6, 212, 761  
差入委託証拠金 47, 799, 318  

（Ｂ）負債 12, 365, 919  
未払金 12, 365, 919  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 240, 798, 437  
元本 143, 398, 908  
次期繰越損益金 97, 399, 529  

（Ｄ）受益権総口数 143, 398, 908口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 16, 792円

＊ 期首における元本額は116, 426, 423円、当作成期間中における追加設定元本額は
69, 155, 087円、同解約元本額は42, 182, 602円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（隔月決算型） 20, 961, 165円
　米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（年 2回決算型） 62, 132, 909円
　米国 3倍 4資産リスク分散ファンド（毎月決算型） 60, 304, 834円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は16, 792円です。
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